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１．適応範囲

この取扱説明書は、５０００形パワーアナライザー（ＰＡ－２０００）（以下５０００）

の仕様及び取扱説明について適用します。

２．概 要

近年、省エネ対策の一環として採用されている「季節時間帯別電力料金制度」などを

背景に、電力管理の重要性がクローズアップされています。

限られたエネルギーを有効利用するためには、日常消費されている電力の使用状態を

正確に把握することの重要性が、ここに来て一段と高まってきているといえます。

このためには、電力が消費されている状態を時間帯及び期間単位で測定する必要があ

ります。この測定を行うことにより、その結果から電力の有効利用の方法が明確になり

ます。

『５０００形パワーアナライザー』は、この電力管理に使用することを目的に開発さ

れた製品です。

電灯用回路と動力用回路の電力を同時測定できる優れた機能の他、単相２線から三相

４線までのワイドな測定条件にも対応する機能を標準装備しています。

また、急速にその普及が計られているインバータ等を主電源とする電力設備の電力測

定においても、波形ひずみの影響を受けず、高い測定精度が得られる性能を標準仕様と

する製品です。

■主な特長

●単相２線から三相４線まで、すべての交流電路の電力測定に対応。

●２系統（電路）の電圧・電流・力率・電力を同時測定。

●５ｋＨｚまでのひずみ波形でも正確に電力測定できるインバータ対応形。

●液晶ワイドディスプレイと対話方式の採用で取扱い操作が簡単。

●温度測定機能を標準装備し受電設備の温度管理も電力管理と同時に処理が可能。

●ＲＳ２３２Ｃ信号出力・表面温度センサー・ミニクランプＣＴなどの便利な

オプション（別売）を付加可能なワイド機能を標準装備。
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３．ご使用の前に

3.1 安全上のご注意

ここに示した注意事項は、本器を安全に正しくお使い頂き、取扱者や他の人々への危害や損害

を未然に防止するためのものです。

また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために誤った取扱いをすると

生じることが想定される内容を《警告》と《注意》の二つに区分しています。

いずれも安全に関する重要な内容ですので必ず守って下さい。

3.2 安全記号と用語について

本器および取扱説明書には、安全にご使用頂くため下記に示す記号および用語を表示してあり

ます。

取扱い注意を表しています。人体および機器を保護するため取扱説明書を参照する必
：要がある場所に付いています。

：高電圧が出力されることを表しています。端子に触れると危険です。

この表示を無視して取扱いを誤った場合、感電事故等、取扱者の生命や身体に危険が
：警告
およぶ恐れがある場合に、その危険を避けるために注意事項が記されています。

この表示を無視して取扱いを誤った場合、機器を損傷する恐れがある場合や取扱い上
：注意
の一般的な注意事項が記されています。

3.3 取扱い上のご注意

不注意により軽傷や本器及び周辺機器が損害を受ける事が予想される場合について、それらを

回避する為に下記を実行して下さい。

①落下させたり、堅い物にぶつけないようにして下さい。

②保管は、６０℃以上の高温の所又は－２０℃以下の低温の所及び多湿な場所を避けて下さい。

又、直射日光の当たる場所も避けて下さい。

③本器の清掃には、薬品（シンナ－、アセトン等）を使用しないで下さい。

④取扱説明書の仕様・定格を確認の上、定格値以内でご使用下さい。

⑤振動の多い場所での使用や保管は故障の原因となりますので避けて下さい。

⑥本器を分解しないで下さい。

⑦接続ケーブル等（電源コードを含む）は使用する前に必ず点検（断線・接触不良・被覆の破

れ等）して下さい。点検して異常のある場合は絶対に使用しないで下さい。

⑧電源コードの抜き挿しによるスタート・ストップは機器を破損する事がありますので禁止し

て下さい。

⑨接続ケーブルの取り外しは、コード自体を引っ張らずにクリップ部・コネクタ部を持って外

して下さい。

⑩ヒューズが切れた場合は切れた原因を明確にし、その原因を取り除いてから指定されたヒュー

ズを装着して下さい。

⑪発電機を使用する場合は、本器の定格に合わせて余裕のある発電機をご使用下さい。

⑫電工ドラムから電源を取る場合、距離が長すぎると電圧降下で所定の電圧が得られない場合

がありますのでリード線を太くする等の工夫をして下さい。

⑬本器を結露状態又は、水滴のかかる場所でのご使用は故障の原因となりますので避けて下さ

い。
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⑭本体にＥＡＲＴＨ（ア－ス）端子がある場合は必ず接地して下さい。

⑮本器と被試験物とを接続するときは必ず、被試験物が活線状態か停電している状態かを検電

器等で確認してから接続して下さい。

４．仕 様

4.1 一般仕様

4.1.1 使用電源

ＡＣ８５Ｖ ～５２０Ｖ オートレンジ（１００／２００／４００Ｖ）

ＣＨ１の電圧入力と共用

4.1.2 消費電力

４０ＶＡ 最大（プリンター使用時）

4.1.3 測定回路の種別

ＣＨ１ ： 単相２線・単相３線・三相３線・三相４線

ＣＨ２ ： 単相２線・単相３線・三相３線

4.1.4 時計機能

年月日入力設定範囲： 西暦１９９４年１月１日～西暦２０９３年１２月３１日

（閏年自動判別）

時分秒入力設定範囲： ００時００分００秒～２３時５９分５９秒

4.1.5 測定期間

最 大 測 定 期 間 ： ７日間（１６８時間）

測定インターバル ： １５／３０／６０分から選択設定

測定開始終了時間 ： ｽﾀ-ﾄ 年／月／日／時・ｽﾄｯﾌﾟ 年／月／日／時を入力設定

※注意 測定期間と測定時間の設定は、別設定となっています。

4.1.6 ＰＴ／ＣＴ比設定

設定範囲 ： １～８００ １ステップ設定（ＰＴ／ＣＴ比共通）

4.1.7 表示

表 示 器 ： 半透過形液晶表示器（バックライト付）

4.1.8 印字（プリンター）

印字方式 ： サーマル・グラフィック・プリンター

印字桁数 ： ４２桁

印字用紙 ： 幅８０ｍｍ 長さ３０ｍ ロール径５５ｍｍ

4.1.9 クレスト・ファクタ（ピーク振幅／実効値 の比率）

電圧測定 ： ２以下

電流測定 ： ２以下

電力演算 ： 電圧・電流に準ずる

4.1.10 応答時間 ： 約１秒
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4.1.11 バッテリー

バックアップ時間： ２４時間

※注意 自動的にデータ・メモリーも電源ＯＦＦ後、メモリーのバックアップは２４時間とな

ります。

4.1.12 使用温度・湿度範囲

温 度 ： ０℃～４０℃

湿 度 ： ８０％ 以下 （但し結露しないこと）

4.1.13 外形寸法・質量

外形寸法 ： 約４９０(W)×３６０(D)×２１８(H)mm （突起物を含まず）

質 量 ： 約１７ｋｇ

4.2 電圧測定

定格測定範囲 ： ＡＣ ８０Ｖ～５２０Ｖ オートレンジ（１００／２００／

４００Ｖ）

有効測定範囲 ： 各レンジの１０％～１５０％

オートレンジ動作 ： レンジアップは定格電圧の１５０％以上で動作

レンジダウンは定格電圧の ６５％未満で動作

入力抵抗 ： 約１ＭΩ

測定サンプリング ： １秒

4.3 電流測定

定格測定範囲 ： ＡＣ ０～１０００Ａ オートレンジ（２／５／１０／２０／

５０／１００／２００／５００／１０００Ａ）

有効測定範囲 ： 各レンジの１０％～１５０％

オートレンジ動作 ： レンジアップは定格電流の１５０％以上で動作

レンジダウンは定格電流の ２０％未満で動作

電流センサー ： 変流比（捲線比） ２０００：１

測定サンプリング ： １秒

4.4 周波数測定

測定範囲 ： ４５．０～４００．０Ｈｚ

4.5 温度測定

測定範囲 ： －１０℃～＋１００℃

測定回路数 ： ２回路

適用センサーの種別： 熱電対（別売オプション）

4.6 有効電力演算

定格演算範囲 ： ０～９９９．９ＭＷ （ＰＴ×ＣＴ比）

有効演算範囲 ： 電圧レンジ ６５～１５０％

電流レンジ ２０～１５０％

4.7 無効電力演算

定格演算範囲 ： ０～９９９．９ＭＶａｒ （ＰＴ×ＣＴ比）

有効演算範囲 ： 電圧 レンジ ６５～１５０％

電流 レンジ ２０～１５０％
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4.8 力率演算

演算範囲 ： ０．０％～１００．０％

4.9 積算電力量

積算電力範囲 ： ０～９９９．９ＭＷｈ（最大２４時間における日集計値）

０～９９９．９ＭＶａｒｈ（最大２４時間における日集計値）

4.10 精度

本体単体精度

精度保証温度範囲 ： ２３℃±３℃

電圧測定 ： ±０．５％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

電流測定 ： ±０．５％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

電力測定 ： ±０．５％ｒｄｇ±０．６％Ｆ．Ｓ

周波数測定 ： ±０．５％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

積算電力計 ： ±０．５％ｒｄｇ±０．６％Ｆ．Ｓ

積算時間 ： ±０．５％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

力率測定 ： 真値に対して±１．８％ｒｄｇ

温度測定 ： ±２℃

温度計数 ： ±０．５％Ｆ．Ｓ／℃以下（別売オプション使用）

付属コード使用時精度 （但し、右図のようにクランプＣＴの

中心付近で電線をクランプし、計測

したものとする。）

精度保証温度範囲 ： ２３℃±３℃

電圧測定 ： ± １％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

電流測定 ： ± ２％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

電力測定 ： ± ３％ｒｄｇ±０．６％Ｆ．Ｓ

周波数測定 ： ± １％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

積算電力計 ： ± ３％ｒｄｇ±０．６％Ｆ．Ｓ

積算時間 ： ±０．５％ｒｄｇ±０．３％Ｆ．Ｓ

力率測定 ： 真値に対して±３％ｒｄｇ（位相±３０°以内）

温度測定 ： ±２℃

温度計数 ： ±０．５％Ｆ．Ｓ／℃以下（別売オプション使用）
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4.11 演算式
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4.12 ブロック図
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５．付 属 品

品 名 個数

５９０１ クランプセンサ６５（コード 赤） ２本

５９０２ クランプセンサ６５（コード 黒） ２本

ＣＨ１用電圧入力（電源）コード １本

ＣＨ２用電圧入力コード １本

５９０９ 電圧プラグコード（データ出力専用ＡＣプラグ付）１本

２５７３ アースコード（緑） １本

５８０１ 記録紙 ３巻

仕様及び取扱説明書（本書） １部

保証書 １部
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６．外観及び各部の名称と機能の説明

6.1 本体外観図

6.2 各部名称と機能

①ＣＨ１･ＣＨ２･･･････････････入力チャンネルの区分を表示します。

②電源スイッチ････････････････本体の電源を「ＯＮ」(－)、「０ＦＦ」(○)するスイッチです。

③ＧＮＤ･･････････････････････本体接地用の端子です。本器を使用する時は付属のコードで接

地して下さい。

④電圧入力（電源）コネクタ････ＣＨ１の電圧入力用コネクタです。このコネクタは本器への

駆動用電源の供給入力端子も兼用します。

⑤電圧入力コネクタ････････････ＣＨ２の電圧入力用コネクタです。

⑥電流入力 ＩＲ･ＩＳ･ＩＴ ････ＣＨ１の電流入力用コネクタです。付属のＣＴコード

（赤･黒コード）を接続します。

⑦電流入力 ＩＲ･ＩＴ ･････････ＣＨ２の電流入力用コネクタです。付属のＣＴコード

（赤･黒コード）を接続します。
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⑧温度センサー（Ｔ）･･････････ＣＨ１の温度センサー接続端子です。（別売オプション）

⑨温度センサー（Ｔ）･･････････ＣＨ２の温度センサー接続端子です。（別売オプション）

⑩ＲＳ２３２Ｃ････････････････ＲＳ２３２Ｃ通信ケーブル（別売）接続用コネクタです。

（Ｄ－ｓｕｂ ２５ｐｉｎ メス）

⑪プリンター･･････････････････測定データを印字出力するプリンターです。

⑫電源ランプ･･････････････････電源表示灯です。本器が起動中に点灯します。

⑬通信エラーランプ････････････ＲＳ２３２Ｃ通信信号にエラーが発生した時点灯します。

⑭プリンターエラーランプ･･････プリンターに異常が発生した時点灯します。

⑮コントラストツマミ･･････････ＬＣＤの表示の濃さを調整するツマミです。文字や数値など

が読み取り難い時にこのツマミを廻して見易い濃さに調整し

て下さい。

⑯バックライト････････････････ＬＣＤのバックライトを「点灯／消灯」するキーです。

⑰フィード････････････････････プリンターの記録紙の紙送りキーです。キーを押すと記録紙

が送り出されます。

⑱プリンター／ＲＳ２３２Ｃ

スタート・ストップ････プリンター印字またはＲＳ２３２Ｃ通信信号をスタート・

ストップする時のキーです。 ※１

⑲データメニュー･･････････････計測中のデータをＬＣＤ画面に呼び出して表示させるときの

キーです。

⑳ページ･･････････････････････計測されたデータ表示（1/4～4/4ページ）をＬＣＤ画面に

順次表示させるときのキーです。また、測定モード画面を

ＬＣＤに表示させるときのキーです。

･･････ＬＣＤ表示器のカーソルを移動するキーです。矢印の方向に・ △

△

△

△

カーソルの位置が移動します。

･････････････････ＬＣＤ表示器に表示される月／日／時／分／秒やＣＴ比や・ －｜＋

ＰＴ比等を設定する時にその数字を増(+)減(-)するキーです。

計測スタート･ストップ･･･････電力計測を開始（スタート）・終了（ストップ）する時の・

キーです。

●緑点滅 → 計測待機

●緑点灯 → 計測中

●消灯 → 計測終了

セット･･････････････････････計測条件を設定する時のキーです。各スイッチで選択された・

項目および数値などの計測条件を本器に設定するときに用い

ます。

表示器･･････････････････････計測条件設定項目や計測データなどを表示するＬＣＤ表示器・

です。

※１：ＲＳ－２３２Ｃ通信を行うには通信用ソフト（別売オプション）が必要です。
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6.3 入力用コード外観図

6.3.1 ＣＨ１用電圧入力（電源）コード

6.3.2 ＣＨ２用電圧入力コード

赤クリップ 赤コード

緑クリップ 緑コード

黒クリップ 黒コード

白クリップ 白コード
灰

2500±100
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6.3.3 クランプセンサ６５ （各チャンネル、オプション同様）

赤色 ５９０１

黒色 ５９０２

※オプション白色 ５９００

6.3.4 ５９０９ 電圧プラグコード

6.3.5 ２５７３ アースコード

５ ０ ０ ０ ± １ ０ ０

緑
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［操作上の基本的な注意事項］７．測定上の注意

7.1 測定の前に・・・・操作画面がゆっくり変わりますので、各スイッチの２～３度押し（クリ

ック）状態でのスイッチ操作は絶対にしないで下さい。画面がトリップ

し先行操作となってしまいます。画面を見ながら対話方式で設定して下

さい。

(1) 接続上の注意

１回路の電力測定の時の電圧・電流入力コードの接続は、必ずＣＨ１をご使用下さ

い。ＣＨ１の電圧入力（電源）コネクタから本器を駆動させる電源が供給されます。

警 告

直接活線に電圧入力コードを接続しますので感電や短絡事故のないよう注意して

下さい。また、各コネクタの接続は確実に行って下さい。

(2) 電圧入力範囲の確認

直接入力できる電圧値の範囲は、８５Ｖ～５２０Ｖです。

警 告

この範囲を超える入力は、ＰＴの二次側電圧出力をご使用下さい。

このときのＰＴ比の設定は下表１を参照下さい。

また、本器の使用電源はＡＣ８５～５２０Ｖとなっていますので、ＣＨ１の電圧

入力はＡＣ８５～５２０Ｖで使用してください。

(3) 電流入力範囲の確認

クランプＣＴによる電流入力値の範囲は、０～９９９Ａです。

警 告

この範囲を超える入力は、計器用ＣＴの二次側電流出力をご使用下さい。

このときのＣＴ比の設定は下表２を参照下さい。

(4) 停電発生時の本器の処理について

1.短時間の停電の時は、本器はそれまでの状態ロックで待機しており復電後、計測を続行
します。

2.長時間停電又は復電がなかった場合、本器のバックアップ待機時間（２４時間）内であ
れば復電後、計測を続行します。

3.バックアップ待機時間を過ぎての復電の場合、計測設定を最初から行って下さい。

計測設定内容及び計測データは、全て消えています。

4.停電の有無についてはインターバルデーター後“停電がありました”というメッセージ

が停電時間とともに印字されます。

(5) 記録紙の残量確認

記録紙の残量が十分であることを確認して下さい。

目安として１日分約２.４ｍ必要です。（１巻約３０ｍです。）
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表 １ 設定ＰＴ比の例

測定回路 使用PTの二次電圧 使用PTのPT比 ５０００の設定PT比

AC80 520V 未使用 － 1～

AC 3300V AC 110V 30:1 30

AC 6600V AC 110V 60:1 60

AC 11000V AC 110V 100:1 100

AC 22000V AC 110V 200:1 200

)PT 999Mw ｡注 使用時に測定電力が を越えない事

表 ２ 設定ＣＴ比の例

測定回路電流 使用CTの二次電流 使用CTのCT比 ５０００の設定CT比

AC0 999A 未使用 － 1～

AC 100A AC 5A 20:1 20

AC 300A AC 5A 60:1 60

AC 500A AC 5A 100:1 100

AC 1000A AC 5A 200:1 200

)CT 999Mw ｡注 使用時に測定電力が を越えない事

８．結 線

8.1 電圧入力結線

(1) ＣＨ１用 電圧入力（電源）コード（赤･白･黒･緑クリップ）を電圧入力（電源）

コネクタ④に接続して下さい。

(2) ２回路同時に電力測定するときは、ＣＨ２用電圧入力コード（赤･白･黒クリップ）を

電圧入力コネクタ⑤に接続して下さい。

8.2 電流入力結線

(1) 電流入力コネクタ⑥にＣＴコードを接続します。

●ＩＲコネクタ に赤コードＣＴを接続

●ＩＴコネクタ に黒コードＣＴを接続

●ＩＳコネクタ には赤または黒コードＣＴを接続（３相４線測定時の結線となります）

(2) ２系統の電力測定のときは電流入力コネクタ⑦にＣＴコードを接続します。

●ＩＲコネクタ に赤コードＣＴを接続

●ＩＴコネクタ に黒コードＣＴを接続

注 意

ＣＨ１で三相４線回路を測定するとき、このチャンネル（ＣＨ２）で測定できる

回路は、単相２線回路に限定されます。（ＣＴの本数が不足します。）

三相４線回路と単相３線回路または三相３線回路を同時測定するときは、別途に

ＣＴコード（別売オプション）を準備して下さい。
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注 意

ＣＴに表示された（→）印が負荷側を向くようにクランプして下さい。

逆方向にクランプすると、電力がマイナス表示されてしまいます。

ＣＨ１用 電圧入力（電源）コード結線の注意

本器付属の ＣＨ１用電圧入力（電源）コードを使用して電圧を取込む際には、

下記の事項についてご注意して下さい。

(1) 取扱説明書Ｐ１６からの各結線例及び８．５項目の試験に正しく結線して

下さい。

緑クリップは、接地用ではありません。(2) 付属のＣＨ１用電圧入力コードの

もし、誤って緑クリップを本接地に接続した場合には、０．１Ａ程度の電

流が接地線に流れＥＬＢが作動する等の危険性があります。

よって、緑クリップは正しく結線して下さい。
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●単相２線回路のみの電力測定

●単相２線回路と三相３線回路の２系統電力の同時測定
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●単相３線回路と三相４線回路の２系統電力の同時測定

注 意
上図の結線の場合、ＣＴの本数が不足しますので別途にＣＴコード（別売オプシ

ョン）を準備して下さい。

警 告

電圧入力クリップを漏電ブレーカーの端子に接続する場合、上図右のように赤ク

リップと緑クリップは負荷側に接続して下さい。（上図左のように接続すると、

赤クリップから緑クリップに電流が流れ、漏電ブレーカーが動作します。）
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【三相３線回路】電圧

ﾁｬﾝﾈﾙ Ｒ相 Ｓ相 Ｔ相

ＣＨ１ 赤クリップ 白クリップ 黒クリップ

緑クリップ

ＣＨ２ 赤クリップ 白クリップ 黒クリップ

【三相３線回路】電流

ﾁｬﾝﾈﾙ Ｒ相 Ｓ相 Ｔ相

ＣＨ１ ＩＲコネクタ 不要 ＩＴコネクタ

赤コードＣＴ 黒コードＣＴ

ＣＨ２ ＩＲコネクタ 不要 ＩＴコネクタ

赤コードＣＴ 黒コードＣＴ

●三相３線回路と単相２線回路の２系統電力の同時測定（例１）

（三相３線）
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●三相３線回路と単相３線回路の２系統電力の同時測定（例２）

（三相３線）
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【三相４線回路】

ﾁｬﾝﾈﾙ Ｒ相 Ｓ相 Ｔ相 Ｎ相

ＣＨ１ 赤クリップ 白クリップ 黒クリップ 緑クリップ

ＣＨ２ 接続不可

【三相４線回路】

ﾁｬﾝﾈﾙ Ｒ相 Ｓ相 Ｔ相 Ｎ相

ＣＨ１ ＩＲコネクタ ＩＳコネクタ ＩＴコネクタ 不要

赤コードＣＴ 黒コードＣＴ＊１

ＣＨ２ 接続不可

ＣＴは、未使用の赤コードＣＴまたは黒コードＣＴをご使用下さい。＊１

●三相４線回路と単相３線回路の２系統電力の同時測定

（三相４線）

注 意
上図の結線の場合、ＣＴの本数が不足しますので別途にＣＴコード（別売オプショ

ン）を準備して下さい。
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●ＣＴ，ＰＴを使用した回路
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●高圧受電回路（ＰＴが無い場合）
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8.3 温度センサー（別売オプション）の結線

(1) 温度センサー入力は、ＣＨ１･ＣＨ２それぞれに接続できます。

●赤色ジャックを温度センサー（Ｔ）ターミナルの ＋極（赤）に接続

●黒色ジャックを温度センサー（Ｔ）ターミナルの －極（黒）に接続

注 意

１チャンネルのみを使用して温度測定するときは、他方の入力端子はショートし

ないで下さい。

(2) 温度センサーの検出部は、被測定物に接触させて下さい。

※注意 被測定物が金属部分で誘導電圧の影響のおそれがある場合は絶縁シ－ト

（紙）などを温度センサーの検出部と被測定物の間に挿入して下さい。

8.4 接地（ＧＮＤ）の結線

付属のアースコード（緑コード・黒クリップ）をＧＮＤターミナル③に接続して、

先端クリップで接地して下さい。



- 24 -

3604-000ST010

8.5 ブレーカーが切れる場合の注意

ＣＨ１電圧コードを接続後、スイッチＯＮするとブレーカーが落ちる場合は下記が

原因ですので、図に従った方法で電源と接続して下さい。

５０００の電源は、ＣＨ１電圧コードの赤クリップと緑クリップ間から供給されま

す。最大消費電力は４０ＶＡですので測定回路が２００Ｖであれば約２００ｍＡが

赤クリップと緑クリップ間に流れます。

【誤結線例】

緑 この様にＣＨ１電圧コードを結線した場合は、

ｸﾘｯﾌﾟ ５０００の電源電流が赤と緑間に５０００を

電源側 経由して流れます。

この時、その電源電流はブレーカーには流れ

ませんのでブレーカーからすると、電源電流

は漏れ電流となります。

ﾌﾞﾚｰｶｰ よって、漏電ブレーカーは落ちます。

負荷側

赤 白 黒

ｸﾘｯﾌﾟ ｸﾘｯﾌﾟ ｸﾘｯﾌﾟ

【本来の結線】

白 この様にＣＨ１電圧コードを結線した場合は、

ｸﾘｯﾌﾟ ５０００の電源電流が赤と緑間に５０００を

電源側 経由して流れますが、その電源電流はブレー

カーからすると、負荷の一部なりと漏電ブレ

ーカーでも落ちません。

ﾌﾞﾚｰｶｰ （白クリップと緑クリップを入れ替える）

負荷側

赤 緑 黒

ｸﾘｯﾌﾟ ｸﾘｯﾌﾟ ｸﾘｯﾌﾟ
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図中の項目前の数字は説明項目の数字と一致しますので項目数字のページを９．操作方法
ご参照下さい。

５０００操作流れ図
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9.1 電源の投入 『 ＯＮ 』

電源スイッチ② を『 ＯＮ 』（ ）にして下さい。･

ＬＣＤの画面に下記の文字が表示されます。

シハ゛ラク オマチクタ゛サイ

＜メニュー１＞ 画面

＜メニュー１＞

ヒツ゛ケ シ゛コク セッテイ１．

２．ソクテイ モート゛

３．セッテイ ナイヨウ インシ゛

注 意

ＬＣＤの画面に次のいずれかのメッセージが表示されたときは、前の測定

データが記憶されたまま残っていますので、 10.4１０．データ管理

データクリアの操作を行ってＬＣＤの画面を に＜メニュー１＞ 画面

戻します。

＜メニュー３＞

１．ソクテイ モート゛

＜メッセイシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ
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9.2 日付・時刻の設定

(1) ＬＣＤの画面に を表示させます。＜メニュー１＞ 画面

＜メニュー１＞ 画面

＜メニュー１＞

ヒツ゛ケ シ゛コク セッテイ１．

２．ソクテイ モート゛

３．セッテイ ナイヨウ インシ゛

※注意 この画面は、初めての状態の時の初期設定画面として表示されます。

(2) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせ、△ ▽ ヒツ゛ケ シ゛コク セッテイ

キー･ を押します。セット

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

＜ヒツ゛ケ，シ゛コク＞
１． ２．シ゛カンヒツ゛ケ

トシ： シ゛ ： ００１９９４
ツキ： １ フン ： ００
ヒ ： １ ヒ゛ョウ： ００

(3) キー･ で〔トシ・年〕の数字を合わせ、 キー･ を押すとカーソルは、－｜＋ セット

〔ツキ・月〕の位置に移動します。

(4) 〔トシ・年〕の設定と同様の操作で 〔ツキ・月〕→〔ヒ・日〕→〔ジ・時〕と設定して

〔ビョウ・秒〕まで合わせます。

＜メニュー１＞ 画面(5) 〔ビョウ・秒〕の設定が終了するとＬＣＤの画面が、次の

の表示に戻り『 日付・時刻の設定 』を終了します。
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9.3 測定モードの設定

(1) ＬＣＤの画面に を表示させます。＜メニュー１＞ 画面

＜メニュー１＞ 画面

＜メニュー１＞

ヒツ゛ケ シ゛コク セッテイ１．

２．ソクテイ モート゛

３．セッテイ ナイヨウ インシ゛

△ ▽ セット(2) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせ、ソクテイ モート゛

キー･ を押します。

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

ソクテイモート゛＞

チャンネル１．
２．ＰＴ ／ ＣＴヒリツ
３．インターハ゛ルタイム
４．スタート ／ ストッフ゜
５．クランフ゜ＣＴシテイ

9.3.1 チャンネル設定

(1) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせ、 キー･ を押し△ ▽ セットチャンネル

ます。

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

ソクテイモート゛＞チャンネル

ＣＨ１１．
１φ３Ｗ ３φ３Ｗ ３φ４Ｗ１φ２Ｗ

２．ＣＨ２
１φ３Ｗ ３φ３Ｗ ＯＦＦ１φ２Ｗ

セット(2) キー･ でＬＣＤのカーソルを移動させてＣＨ１の測定回路を選択し、△

△

キー･ を押して設定します。

注 意

このときは、必ず キー･ を押して下さい。セット

セットせずに次の ＣＨ２ の設定に移った場合は、 ＣＨ１ の測定回路は

の位置に自動的に戻り設定されます。１φ２Ｗ
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(3) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせます。△ ▽ ＣＨ２

セット(4) キー･ でＬＣＤのカーソルを移動させてＣＨ２の測定回路を選択し△

△

キー･ を押して設定します。

注 意

このときも、必ず キー･ を押して下さい。セット

※注意 ＣＨ２を使用しない時は必ずＯＦＦにカーソルを合わせ キー･を押して下さい。セット

(5) 設定が終了して キー⑳ を押すとＬＣＤ画面が、 表示に戻りページ ソクテイ モート゛

『 チャンネル設定 』を終了します。

9.3.2 ＰＴ／ＣＴ比率設定

△ ▽ セット(1) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせ、ＰＴ ／ ＣＴヒリツ

キー･ を押します。

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

ソクテイモート゛＞ＰＴ／ＣＴ

ＣＨ１１．
ＰＴ： ０１ ＣＴ：００１０

２．ＣＨ２
ＰＴ：００１ ＣＴ：００１

－｜＋ セット(2) キー･ を押して、ＣＨ１の〔ＰＴ比〕の数値の百位桁の数字を合わせ、

キー･ を押すとカーソルは十位桁へ移動します。

(3) 百位桁の設定と同様の操作で一位桁まで〔ＰＴ比〕の数値を設定し、 キー･ をセット

押します。

(4) キー･ でＬＣＤのカーソルを移動させて、〔ＰＴ比〕の設定と同様の操作で△

△

〔ＣＴ比〕を設定します。

(5) キー･ でＬＣＤのカーソルをＣＨ２の〔ＰＴ比〕の数値に合わせます。△ ▽

(6) ＣＨ１と同様の操作でＣＨ２の設定を行います。

注 意

セットこのＰＴ ／ ＣＴ比率設定では、比率値を設定したらその都度、

キー･ を必ず押して下さい。 キー･ を押さずに次の設定に移るセット

と、誤動作の原因となります。

(7) 設定が終了して キー⑳ を押すとＬＣＤ画面が、 表示に戻りページ ソクテイ モート゛

『 ＰＴ／ＣＴ比率設定 』を終了します。
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9.3.3 インターバルタイム設定

△ ▽ セット(1) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせ、インターバルタイム

キー･ を押します。

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

ソクテイモート゛＞インターハ゛ル

インターハ゛ルタイム（フン）： ３０ ６０１５

●インターバルタイムとは、測定時間の間隔（測定単位時間）をいいます。

グラフ印字・データ印字する場合の最小目盛の単位。

１５／３０／６０分の三種類から選択して設定することができます。

セット(2) キー･ でＬＣＤのカーソルを選択したい測定単位時間に移動させて、△

△

キー･ を押します。

注意※

必ず、 キー･ を押して下さい。セットせずに キー⑳ をセット ページ

押すと、初期状態又は空白の設定のままで終了してしまいます。

(3) 設定が終了して キー⑳ を押すとＬＣＤ画面が、 表示に戻りページ ソクテイ モート゛

『 インターバルタイム設定 』を終了します。

9.3.4 スタート／ストップ設定

△ ▽ セット(1) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせ、スタート ／ ストッフ゜

キー･ を押します。

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

ソクテイモート゛＞スタート ／ ストッフ゜

キカン
スタート トシ： ツキ： １ ヒ ： １１９９４
ストッフ゜ トシ：１９９４ ツキ： １ ヒ ： １

シ゛カン
スタート シ゛：００ フン：００
ストッフ゜ シ゛：００ フン：００

①測定開始（スタート）年／月／日

②測定終了（ストツプ）年／月／日

③測定開始（スタート）時間

④測定終了（ストツプ）時間

・・・・・・・の順に次の要領で入力設定します。

※注意 計測の測定時間は、あくまでも１日の中での時間設定となります。

測定開始時間及び終了時間は、測定期間内の毎日の測定時間帯の設定となります。
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(2) キー･ で測定開始の〔トシ・年〕の数字を合わせ、 キー･ を押すと－｜＋ セット

〔トシ・年〕の設定は終了し、カーソルは〔ツキ・月〕の位置に移動します。

(3) 〔トシ・年〕の設定と同様の操作でツキ・月〕→スタート／ストップ〔ヒ・日〕→

〔ジ・時〕を設定します。

注 意

ＬＣＤ画面に〔フン・分〕の表示がありますが、この数値は設定できませ

ん。１時間単位の設定となります。

(4) 設定が終了すると自動的にＬＣＤ画面が、 表示に戻り『 スタート／ソクテイ モート゛

ストップ設定 』を終了します。

9.3.5 クランフ゜ＣＴ指定の設定

△ ▽ セット(1) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせ、クランフ゜ＣＴシテイ

キー･ を押します。

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

ソクテイモート゛＞クランフ゜シテイ

ＣＨ１１．
２３ｍｍ６５ｍｍ

２．ＣＨ２
２３ｍｍ６５ｍｍ

セット(2) キー･ でＬＣＤのカーソルを線路にクランプされているＣＴに合わせ△

△

キー･ を押します。

注意※

必ず、 キー･ を押して下さい。セットせずに キー⑳ をセット ページ

押すと、初期状態又は空白の設定のままで終了してしまいます。

●標準付属のＣＴを使用するときは に合わせ、 キー･６５ｍｍ セット

を押します。

●２３ｍｍのＣＴは、オプション（別売）となります。

(3) 設定が終了して キー⑳ を押すとＬＣＤ画面が、 表示に戻りページ ソクテイ モート゛

『 クランフ゜ＣＴ指定の設定 』を終了します。
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9.4 設定内容確認の印字

(1) ＬＣＤの画面に を表示させます。＜メニュー１＞ 画面

＜メニュー１＞ 画面

＜メニュー１＞

ヒツ゛ケ シ゛コク セッテイ１．

２．ソクテイ モート゛

３．セッテイ ナイヨウ インシ゛

(2) キー･ でＬＣＤのカーソルをに に合わせ、△ ▽ セッテイ ナイヨウ インシ゛

キー･ を押します。セット

(3) キー･ を押すと、プリンタが動作して測定条件として設定された内容が、印字出セット

力されます。

(4) 印字された測定条件の設定内容を確認して下さい。

注 意

ＬＣＤ画面が、次の ＜＜フ゜リンター エラー＞＞ 表示をしたときは、

プリンタに異常が発生していることを示すメッセージです。

☆記録紙の残量

☆記録紙の弛み・詰まり

☆プリンタヘッドの過熱

・・・・・・・等の異常はないか確認して下さい。

＜＜フ゜リンター エラー＞＞

インシ゛ヲケイソ゛ク シナイスル
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9.5 計測（測定）

9.5.1 計測開始

(1) キー･ を押してください。計測 スタート・ストップ

(2) 計測表示

計測表示灯（緑色ＬＥＤ）が点滅または点灯します。

●点滅は・・・スタート時刻前（開始時刻前）の時間で計測待機中を表示

●点灯は・・・スタート時刻になり計測中であることを表示

(3) キー⑲ を押して下さい。データ・メニュー

現在、５０００に入力されているデータ表示画面が表示されています。

ＬＥＤが点滅していて待機中であっても同様です。

(4) この時のＬＣＤ画面の表示は、次の４種類となります。

キー⑳ を押す毎に １／４ページ ～ ４／４ページのデータが表示されます。ページ

※注意 温度計測には、温度センサー（別売）が必要です。

① ＣＨ１に入力されているデータ表示画面

＜テ゛ータヒョウシ゛１／４＞ １９９４／ １／ １ ０：００
ＣＨ１

Ｖ１： ０．０Ｖ Ｉ１： ０．００ Ａ Ｗ ：－０．０００ＫＷ

Ｖ２： ０．０Ｖ Ｉ２： ０．００ Ａ ＰＦ：－－－－－ ％

Ｖ３： ０．０Ｖ Ｉ３： ０．００ Ａ ＦＱ：－－－－－ Ｈｚ

※注意 この時電力Ｗが－（マイナス）表示された時は、逆電力が発生しているかクラン

プの接続方向が逆になっていますので確認をして下さい。

※注意 ＣＨ１の計測データの内、Ｖ２、Ｉ２のデ－タは三相４線計測時以外全て０表示

となります。

② ＣＨ２に入力されているデータ表示画面

＜テ゛ータヒョウシ゛２／４＞ １９９４／ １／ １ ０：００
ＣＨ２

Ｖ１： ０．０ Ｖ Ｉ１： ０．００ Ａ Ｗ ： ０．０００ＫＷ

ＰＦ：－－－－－ ％

Ｖ３： ０．０ Ｖ Ｉ３： ０．００ Ａ ＦＱ：－－－－－ Ｈｚ

③ ＣＨ１＋ＣＨ２に入力されているデータ一括表示画面

＜テ゛ータヒョウシ゛３／４＞ １９９４／ １／ １ ０：００
ＣＨ１

Ｖ１： ０．０ Ｖ Ｉ１： ０．００ Ａ Ｗ ：－０．０００ＫＷ
Ｖ２： ０．０ Ｖ Ｉ２： ０．００ Ａ ＰＦ：－－－－－ ％
Ｖ３： ０．０ Ｖ Ｉ３： ０．００ Ａ

ＣＨ１
Ｖ１： ０．０ Ｖ Ｉ１： ０．００ Ａ Ｗ ： ０．０００ＫＷ
Ｖ３： ０．０ Ｖ Ｉ３： ０．００ Ａ ＰＦ：－－－－－ ％
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④ 温度計測データの表示画面 ※この計測表示には温度センサーが必要です。

＜テ゛ータヒョウシ゛４／４＞ １９９４／ １／ １ ０：００

Ｔ１： °Ｃ

Ｔ２： °Ｃ

9.5.2 計測中でのＰＴ／ＣＴ比率変更

(1) キー･ を押してください。計測 スタート・ストップ

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

ケイソクヲ シュウリョウ シマスカ ？

イイエハイ

(2) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせて キー･ を押して△

△
イイエ セット

設定します。

ＬＣＤの画面に が表示されます。＜メニュー３＞ 画面

＜メニュー３＞ 画面

＜メニュー３＞

１．ソクテイ モート゛

(3) キー･ を押します。セット

ＬＣＤ画面が、次の表示になります。

ソクテイモート゛＞ＰＴ／ＣＴ

ＣＨ１１．
ＰＴ： ０１ ＣＴ：００１０

２．ＣＨ２
ＰＴ：００１ ＣＴ：００１
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(4) の 9.3.2 ＰＴ／ＣＴ比率設定 の手順により設定変更を行ってくださ９．操作方法

い。

(5) 設定変更が終了して キー⑳ を押すとＬＣＤ画面が、データ表示画面に戻りページ

『 ＰＴ／ＣＴ比率変更 』を終了します。

9.5.3 計測終了時間前に計測を強制的停止

(1) キー･ を押してください。計測 スタート・ストップ

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

ケイソクヲ シュウリョウ シマスカ ？

イイエハイ

(2) キー･ でＬＣＤのカーソルを に合わせて キー･ を押して△

△

ハイ セット

設定します。

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(3) の操作を行ってください。１０．データ管理

注 意

測定現場より離れて印字したり、ＲＳ２３２Ｃ通信する場合、上記の画面

が表示されている時に電源を切ってください。また、バッテリーバックア

ップによるデータの保持は、２４時間となっていますので、２４時間以内

に の操作を行ってください。１０．データ管理
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9.5.4 計測終了

(1) で設定された時間で計測を終了したときは、ソクテイモート゛〉スタート ／ ストッフ゜

計測表示灯（緑色ＬＥＤ）が消灯してＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(2) の操作を行ってください。１０．データ管理

注 意

測定現場より離れて印字したり、ＲＳ２３２Ｃ通信する場合、上記の画面

が表示されている時に電源を切ってください。また、バッテリーバックア

ップによるデータの保持は、２４時間となっていますので、２４時間以内

に の操作を行ってください。１０．データ管理
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１０．データ管理

10.1 計測終了後のＰＴ／ＣＴ比率変更

ソクテイモート゛〉スタート(1) 計測データが保持されている状態で電源の投入をしたとき、

で設定された時間で計測を終了したとき、または計測中強制終了したとき／ ストッフ゜

は、ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(2) キー ＬＣＤのカーソルを に合わせて キー を押して△

△

・ ・イイエ セット

設定します。

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ クリア シマスカ ？

イイエハイ

(3) キー でＬＣＤのカーソルを に合わせて キー を押して△

△

・ ・イイエ セット

設定します。

ＬＣＤの画面に が表示されます。＜メニュー３＞ 画面

＜メニュー３＞ 画面

＜メニュー３＞

１．ソクテイ モート゛

(4) の 9.5.2 計測中でのＰＴ／ＣＴ比率変更 の手順により設定変更を行って９．操作方法

ください。

ページ テ゛ータヲ シュツリョク(5) 設定変更が終了して キー⑳ を押すとＬＣＤ画面が、

画面に戻り『 計測終了後のＰＴ／ＣＴ比率変更 』を終了します。シマスカ ？
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10.2 プリンタ出力

ソクテイモート゛〉スタート(1) 計測データが保持されている状態で電源の投入をしたとき、

で設定された時間で計測を終了したとき、または計測中強制終了したとき／ ストッフ゜

は、ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(2) キー でＬＣＤのカーソルを に合わせて キー を押します。△

△

・ ・ハイ セット

(3) ＬＣＤの画面に が表示されます。＜メニュー２＞ 画面

＜メニュー２＞ 画面

＜メニュー２＞

フ゜リンタ シュツリョク１．

２．ＲＳ２３２Ｃ ツウシン

(4) キー でＬＣＤのカーソルを に合わせ、△ ▽ ・ フ゜リンタ シュツリョク

キー を押します。セット ・

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

フ゜リンタシュツリョク＞シュツリョクキカン

２０スタート ツキ： ９ ヒ：

ストッフ゜ ツキ： ９ ヒ：２０

(5) キー でスタート日を設定して、 キー を押して下さい。－｜＋ セット・ ・

(6) ストップ日を同じ操作で設定して下さい。ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

フ゜リンタシュツリョク＞キカン＞シュツリョクシテイ

シナイインターハ゛ルテ゛ータ スル
ク゛ラフテ゛ータ Ｖ シナイスル
ク゛ラフテ゛ータ Ｉ シナイスル
ク゛ラフテ゛ータ Ｗ＆ＰＦ シナイスル
シュウケイテ゛ータ シナイスル
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スル シナイ セット(7) キー でＬＣＤのカーソルを または に移動させ、△

△

・

キー を押して設定します。ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。・

フ゜リンタシュツリョク＞キカン＞シテイ＞チャンネルシテイ

インシ゛テ゛ータ ２ＣＨ １＋２ＣＨ１ＣＨ

セット(8) キー ＬＣＤのカーソルを移動させて出力するチャンネルを指定して△

△

・

キー を押して設定します。・

注 意

測定モードのチャンネル設定で ＣＨ２ を ＯＦＦ にセットした場合、こ

の画面がスキップされ、チャンネルの選択が出来なくなります。

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

フ゜リンタシュツリョク＞スタート メッセーシ゛

フ゜リンター／
ＲＳ２３２Ｃ

スタート キーヲ オシテクタ゛サイ
ストッフ゜

(9) キー⑱ を押すとプリンタが動作して、プリンター／ＲＳ２３２Ｃ スタート・ストップ

計測データが印字出力されます。

データの印字出力を終了するとＬＣＤの表示画面が次の表示になります。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(10) 引き続きパーソナルコンピュータと通信処理を行うならば、 10.3 ＲＳ２３２Ｃ通信を、

新たに計測を行うならば、 10.4 データクリア を行ってください。
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10.3 ＲＳ２３２Ｃ通信

※注意 このＲＳ２３２Ｃ通信を行うには、通信用ソフト（別売）が必要となりＮＥＣ版ＭＳ

－ＤＯＳ Ver．3.0以上のみ対応します。（DOS Windows供）

但し、Windowsが立ち上がっている状態では通信が出来ませんのでその場合はWindows

を終了させて、ＤＯＳ環境としてから通信を実行して下さい。

(1) ５０００とパーソナルコンピュータを接続し、パーソナルコンピュータ側で５９０４通信

ソフトを立ち上げます。パーソナルコンピュータ側の操作は、５９０４通信ソフトの取扱説

明書をご参照下さい。

又、５０００側のＲＳ２３２Ｃコネクタは、Ｄ－sub 25pin（メス）を使用しております。

パ－ソナルコンピュ－タ側のＲＳ２３２ＣコネクタもＤ－sub 25pin（メス）であれば、オプ

ションの５０００ ＲＳ２３２Ｃコ－ドが使用出来ます。 パ－ソナルコンピュ－タ側のＲＳ

２３２ＣコネクタがＤ－sub 25pin（メス）以外の場合は、パ－ソナルコンピュ－タ側のコネ

クタに合致した市販のＲＳ２３２Ｃクロス（リバ－ス） ケーブルをご用意下さい。

ソクテイモート゛〉スタート(2) 計測データが保持されている状態で電源の投入をしたとき、

で設定された時間で測定を終了したとき、または計測中強制終了したとき／ ストッフ゜

は、ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(3) キー でＬＣＤのカーソルを に合わせて キー を押します。△

△

・ ・ハイ セット

(4) ＬＣＤの画面に が表示されます。＜メニュー２＞ 画面

＜メニュー２＞ 画面

＜メニュー２＞

フ゜リンタ シュツリョク１．

２．ＲＳ２３２Ｃ ツウシン
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△ ▽ セット(5) キー でＬＣＤのカーソルを に合わせ・ ＲＳ２３２Ｃ ツウシン

キー を押します。・

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

ＲＳ２３２Ｃシュツリョク＞スタート メッセーシ゛

フ゜リンター／
ＲＳ２３２Ｃ

スタート キーヲ オシテクタ゛サイ
ストッフ゜

(6) キー⑱ を押します。ＬＣＤの画面に次のプリンター／ＲＳ２３２Ｃ スタート・ストップ

文字が表示され、コマンド受信待ち状態になり待ち時間がカウントダウンされます。

＜＜ＰＡ２０００ ツウシン＞＞
１．テンソウシ゛ョウキョウ

－＞ コマント゛ シ゛ュシン ヲ マッテイマス
２．エラー

－＞ マチシ゛カン ５９ヒ゛ョウ テ゛ス

注 意

このとき キー⑱ を押すこプリンター／ＲＳ２３２Ｃ スタート・ストップ

とにより、ＲＳ２３２Ｃ通信を中止することができます。

(7) 待ち時間が０秒になる前に、パーソナルコンピュータ側の通信処理（通信プログラムの実

行等）を行って下さい。コマンドを受信すると、［設定内容］,［計測内容］,［インター

１．テンソウバルデータ］,［停電データ］,［日報データ］を送信し、ＬＣＤ表示画面の

の下に送信項目を表示します。シ゛ョウキョウ

(8) データの送信を異常無く終了すると、ＬＣＤの表示画面が次の表示になります。

＜＜ＰＡ２０００ ツウシン＞＞
１．テンソウシ゛ョウキョウ

－＞シュウリョウ コマント゛ シ゛ュシン シマシタ
２．エラー

－＞ アリマセン

－－＞ＲＳ２３２Ｃ ストッフ゜キー ヲ オシテクタ゛サイ



- 42 -

3604-000ST010

(9) キー⑱ を押します。データの出力を終了プリンター／ＲＳ２３２Ｃ スタート・ストップ

するとＬＣＤの表示画面が次の表示になります。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(10) 引き続き計測データの印字を行うならば、 10.2 プリンタ出力を、新たに計測を行うなら

ば、 10.4 データクリア を行ってください。

(11) パーソナルコンピュータの通信ソフト等で通信を中止した場合、ＬＣＤの画面に次の文字

が表示され終了します。

＜＜ＰＡ２０００ ツウシン＞＞
１．テンソウシ゛ョウキョウ

－＞ コマント゛ シ゛ュシン ヲ マッテイマス
２．エラー

－＞ キャンセル ヲ シ゛ュシンシマシタ

－－＞ＲＳ２３２Ｃ ストッフ゜キー ヲ オシテクタ゛サイ

(12) データの送信が正常に行われなかった場合、 にメッセージを表示し通信を中２．エラー

止します。

メッセージ 原 因 対 処

通信モードに入って６０秒間 キー⑱スタート・ストップ

受信コマンドが転送されなか を押してから６０秒以内に、シ゛ュシン タイムアウト

った。 パーソナルコンピュータの通

信処理を実行する。

通信モードに入って１秒間送

信コマンドが転送されなかっ ＲＳ２３２Ｃの接続コードがソウシン タイムアウト

た。 通信中に外れた可能性がある

ＡＣＫの受信のリトライを ので、きちんと接続されていリトライニ

１０回おこなったが受信でき るか確認する。シッハ゜イシマシタ

なかった。

通信データが正しく送信され もう１度、通信を実行してみチェックサム

なかった。 る。
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10.4 データクリア

(1) データの出力を終了するとＬＣＤの表示画面が次の表示になります。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ シュツリョク シマスカ ？

イイエハイ

(2) キー ＬＣＤのカーソルを に合わせて キー を押して△

△

・ ・イイエ セット

設定します。

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータヲ クリア シマスカ ？

イイエハイ

(3) キー でＬＣＤのカーソルを に合わせて キー を押して△

△
・ ・ハイ セット

設定します。

ＬＣＤの画面に次の文字が表示されます。

＜メッセーシ゛＞

テ゛ータカ゛ スヘ゛テ クリアサレマス
ヨロシイテ゛スカ ？

イイエハイ

(4) キー でＬＣＤのカーソルを に合わせて キー を押して△

△

・ ・ハイ セット

設定します。

ＬＣＤの画面に のメッセージが表示された後、シハ゛ラク オマチクタ゛サイ

となります。＜メニュー１＞ 画面

(5) これでデータがクリアされました。
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10.5 印字出力例

※注意 瞬時停電やインタ－バル設定の範囲内の停電が発生した場合には、一部表示・演算に

不具合が発生することがあります。

◆設定内容印字例◆ ◆計測内容印字例◆
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※注意 スタート設定以後のスタートスイッチＯＮ及びストップ設定以前のストップスイッチＯＮ

の場合、その計測インターバルのデータは平均化され低いデータとなります。

◆インターバルデータ印字例◆ ◆電圧グラフ印字例◆
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◆電流グラフ印字例◆ ◆電力・力率グラフ印字例◆

※注意 実線が電力データのグラフです。＋、－でプロットされているのが力率データです。

力率の進み遅れの表示はしません。

※注意 各グラフの横軸目盛は、データの値によりシフトします。
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◆日報印字例◆

◆５０００における

力率計算方法◆

Varh 69.64
＝ ＝0.66138

Wh 105.3

-1
tan θ＝0.66138 θ＝33.48

cos33.48＝0.834

PF(φ)＝83.4%

81.4÷83.4＝97.6%

差2.4%

※注意 力率の進み遅れ表示はしません。

．チャンネル名

入力チャンネルを印字します。

．平均値

１秒サンプリング＋・・・・・・・＋１秒サンプリング
を印字します。

１秒サンプリング×６０（秒）×６０（分）×２４（時間）

．最大平均値

計測インターバル単位（１５分、３０分、６０分）での平均値の最大値と時間帯を

印字します。

．最大値

１秒サンプリングの瞬時最大値と発生時間（分）を印字します。
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．負荷率

平均電力 ［ＫＷ］（<ﾍｲｷﾝﾁ> W）
×１００％を印字します。

最大使用電力［ＫＷ］（<ｻｲﾀﾞｲﾁ> W）

．積算値

１秒サンプリングの１日分の総和を印字します。

但し、Wh:マイナス電力は計算しない。（積算電力計とほぼ同じ）

．コンデンサ容量

力率改善コンデンサ容量を印字します。

10.6 力率改善コンデンサ容量計算式

(1) 有効電力 Ｐ (KW) ＝ Ｅ × Ｉ × cosθ （三相は ×√３） とする。

Ｅ：電圧 Ｉ：電流

(2) 無効電力 Ｑ (Kvar) ＝ Ｅ × Ｉ × sinθ （三相は ×√３） とする。

cosθ＝φ＝力率
(3) とする。｛ ｝sinθ＝√（１－cos θ）２

Ｐ 平均電力
(1)式より Ｅ×Ｉ＝ ＝ となる。

cosθ 平均力率

（例）平均電力＝４．３８７ＫＷ 平均力率＝８１．４％

４．３８７
Ｅ × Ｉ ＝ ＝ ５．３８９

０．８１４

(3)式より sinθ ＝ √｛１－（０．８１４） ｝ ＝ √０．３３７４０４＝０．５８０９２

(2)式に代入 Ｑ ＝ Ｅ × Ｉ × sinθ

＝ ５．３８９ × ０．５８０

Ｑ ＝ ３．１２５
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１１．プリンターの操作方法と注意

11.1 記録紙の交換方法

記録紙の交換は、下図の方法で行って下さい。

11.2 記録紙の紙送りの方法

紙送りは、 キー⑰ を１回押す毎に１行分が排出されます。 キー⑰フィード フィード

を押し続けると連続して紙送りすることができます。
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11.3 プリンター用記録紙の保管に対するご注意

本器の記録紙は、感熱印字方式なので、取扱方法によっては印字が欠けたり薄くなる

場合があります。プリンター用記録紙の取扱いは、下記の要項に従ってお使い下さい。

注 意

＊未使用、または長期間ご使用されないプリンター用記録紙は、付属記録紙が入って

いる黒色遮光ビニール袋等に必ず入れて、保管して下さい。

＊高温・高湿の場所をお避け下さい。

＊直射日光はお避け下さい。

＊水濡れをお避け下さい。

＊開封した用紙は、なるべく早くご使用ください。

注 意

＊本器プリンターにセットされている記録紙を約２週間以上自然光の当たる所で放置

し、再セットしてご使用になられる場合は下記の処置を行って下さい。

本器の「フィード」キーを押して、１ロール（約１５ｃｍ）を排出してから出力さ

れた記録紙を廃棄しご使用下さい。

排出しないで使用した場合、印字が欠けたり薄くなります。

注 意

＊自然光にて感熱し印字不能になっている場合は、黄白色に変色し印字が欠けること

があります。

11.4 プリンターエラー表示の注意

本体パネル面の表示器横にある「プリンターエラーＬＥＤ」が点灯した場合、下記の項目

を確認し、操作して下さい。

①記録紙がなくなってはいませんか？

記録紙が無い場合は、新しい記録紙（感熱式）をセットして下さい。

セット方式は、11.1，11.2の記録紙の交換・紙送り方法をご参照下さい。

②本体温度が４０℃以上ではありませんか？

本体内蔵のプリンターは、本体の使用温度と同様に０～４０℃までが動作範囲です。こ

の温度を超えた場所でのご使用は、本体が計測出来ても（６０℃以下）プリンターエラ

ー表示となります。

本器が使用できる場合（４０℃～６０℃）は設定・計測は、プリンターエラー表示のま

まご使用になって下さい。プリントアウトは計測終了後、本体の電源を切って（計測デ

ータは電源を切っても２４時間は記憶されていますのでご安心下さい）２４時間以内に

涼しいところで付属の商用電源コード（一般のコンセント用電源コード）を利用して電

源を入れて下さい。次に本体が４０℃以下になるまで（プリンターエラー表示が消える

まで）しばらく待って頂いてからプリントアウトして下さい。
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１２．ＲＳ－２３２Ｃインターフェイス仕様

12.1 一般仕様

伝送方式 ： 調歩同期方式

伝送速度 ： ９６００ｂｐｓ

ストップビット ： １ｂｉｔ

キャラクタ ： ８ｂｉｔ

パリティチェック ： 無し

※注意１ ＲＳ－２３２Ｃ通信を行うには、専用の通信用ソフト（別売）が必要です。

※注意２ パーソナルコンピュータに読み込んだデータの管理、加工は表計算ソフト上で行いま

すので別途、市販の表計算ソフトをご用意下さい。最近のロータス１、２、３でのデ

ータ加工について一部の個所でソフト処理に不具合が発生することがあります。

12.2 電気的特性

デ－タ信号 制御信号

入力電圧レベル ０ ＯＮ ＋ ５Ｖ～＋１５Ｖ

１ ＯＦＦ －１５Ｖ～ －５Ｖ

出力電圧レベル ０ ＯＮ ＋ ５Ｖ～＋１５Ｖ

１ ＯＦＦ －１５Ｖ～ －５Ｖ

12.3 コネクタ仕様

５０００本体側 ： ＨＤＢＢ－２５Ｓ（ヒロセ電機）準拠

ケ－ブル側 ： クロスケーブル（ＮＥＣ ＰＣ－ＣＡ６０２準拠）

12.4 入力コネクタの信号配置図及び説明

ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスコネクタ本体側（ＤＢ－２５Ｐ）ピン配置図

注 意

パソコン（ホスト）の機種によりＲＳ－２３２Ｃのコネクタが異なります。

お手持ちのパソコン（ホスト）にあったコネクタの通信ケーブルを選定してご購

入下さい。５０００本体側の通信ケーブルコネクタは、ＤＢ－２５Ｐ準拠品をご

選定下さい。
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信号線配列と機能

ピン 信 号 名 信号方向 接続回路機能

番号 慣用略号 ＥＩＡ略号 ＪＩＳ略号 ＣＣＩＴＴ -- PC本器

１ ＦＧ ＡＡ －－－ １０１ －－－ 保安用接地

２ ＴｘＤ ＢＡ ＳＤ １０３ → 送信データ

３ ＲｘＤ ＢＢ ＲＤ １０４ ← 受信データ

４ ＲＴＳ ＣＡ ＲＳ １０５ → 送信要求

５ ＣＴＳ ＣＢ ＣＳ １０６ ← 送信可

６ （未使用）

７ ＧＮＤ ＡＢ ＳＧ １０２ －－－ 保安用接地or共通帰線

８ （未使用）

９ （未使用）

１０ （未使用）

１１ （未使用）

１２ （未使用）

１３ （未使用）

１４ （未使用）

１５ （未使用）

１６ （未使用）

１７ （未使用）

１８ （未使用）

１９ （未使用）

２０ （未使用）

２１ （未使用）

２２ （未使用）

２３ （未使用）

２４ （未使用）

２５ （未使用）

12.5 ＲＳ－２３２Ｃの接続例

※ＮＥＣ社のＰＣ９８０１，ＰＣ－９８２１（ディスクトップ型）と接続する場合は、同社の

ＰＣ－ＣＡ６０２

準拠のクロスケーブルが使用できます。

注 意

パソコンの接続には、ＲＳ－２３２Ｃ 接続ケーブルを別途選定下さい。

２

３

４

５

７

１

２

３

４

５

７

１

（ターミナル）

（ホスト）

ＦＧ

ＴｘＤ

ＲｘＤ

ＲＴＳ

ＣＴＳ

ＧＮＤ

パソコン

ＰＡ－２０００

５０００
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12.6 データフォーマット

パソコン ５０００間でのデータ通信を行う上には、２種類のデータフォーマットが・

あります。

①コマンドブロック

②データブロック

12.6.1 コマンドブロック

コマンドブロックの内容は、以下のようになっています。

Ｔｙｐｅ Ｎｕｍ ＣｈｋＳｕｍ
ＳＴＸ ＣＲ

１byte １byte １byte

ＳＴＸ ： テキスト開始 （Start of Text）

Ｔｙｐｅ ： コマンドブロックタイプ

‘ Ｆ ’ ：設定内容

‘ Ｃ ’ ：計測内容

‘ Ｉ ’ ：インターバルデータ

‘ Ｐ ’ ：停電データ

‘ Ｒ ’ ：日報データ

‘ Ｅ ’ ：通信終了

‘ Ｔ ’ ：データ要求

‘ Ａ ' ：ＡＣＫ（肯定応答 Acknowledge）

‘ Ｎ ’ ：ＮＡＫ（否定応答 Negative Acknowledge）

Ｎｕｍ ： コマンドシーケンスナンバー

Ｎｕｍ＝‘１’に固定

ＣｈｋＳｕｍ ： チェックサム（７ビット表現）

ＳＴＸからＮｕｍまでのチェックサムを下位７ビットに格納

８ ７ ０

１ ＣｈｋＳｕｍ

ビット８は‘１’に固定

ＥＯＴ ： 伝送終了（End of transmission）
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※コマンドブロックタイプ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｆ’ 【設定内容】

ＳＴＸ ‘Ｆ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｃ’ 【計測内容】

ＳＴＸ ‘Ｃ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｉ’ 【インターバルデータ】

ＳＴＸ ‘Ｉ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｐ’ 【停電データ】

ＳＴＸ ‘Ｐ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｒ’ 【日報データ】

ＳＴＸ ‘Ｒ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｅ’ 【通信終了】

ＳＴＸ ‘Ｅ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｔ’ 【データ要求】

ＳＴＸ ‘Ｔ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ａ’ 【肯定応答】

ＳＴＸ ‘Ａ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｎ’ 【否定応答】

ＳＴＸ ‘Ｎ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ
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12.6.2 データブロック

データブロックの内容は、以下のようになっています。

Ｔｙｐｅ Ｎｕｍ ＤＡＴＡ ＣｈｋＳｕｍ
ＳＯＨ ＣＲ

１byte １byte 可変長 １byte

ＳＯＨ ： ヘディング開始 （Start of Heading）

Ｔｙｐｅ ： データブロックタイプ

‘ Ｆ ’ ：設定内容

‘ Ｃ ’ ：計測内容

‘ Ｉ ’ ：インターバルデータ

‘ Ｐ ’ ：停電データ

‘ Ｒ ’ ：日報データ

‘ Ｔ ’ ：データ要求

Ｎｕｍ ： データシーケンスナンバー

Ｎｕｍ＝‘１’に固定

ＤＡＴＡ ： データ

ＣｈｋＳｕｍ ： チェックサム（７ビット表現）

ＳＯＨからＤＡＴＡまでのチェックサムを下位７ビットに格納

８ ７ ０

１ ＣｈｋＳｕｍ

ビット８は‘１’に固定
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※データブロックタイプ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｆ’ 【設定内容】

ＳＯＨ ‘Ｆ’ ‘１’ ＤＡＴＡ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｃ’ 【計測内容】

ＳＯＨ ‘Ｃ’ ‘１’ ＤＡＴＡ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｉ’ 【インターバルデータ】

ＳＯＨ ‘Ｉ’ ‘１’ ＤＡＴＡ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｐ’ 【停電データ】

ＳＯＨ ‘Ｐ’ ‘１’ ＤＡＴＡ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｒ’ 【日報データ】

ＳＯＨ ‘Ｒ’ ‘１’ ＤＡＴＡ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ

Ｔｙｐｅ ＝‘Ｔ’ 【データ要求】

ＳＯＨ ‘Ｔ’ ‘１’ ＣｈｋＳｕｍ ＣＲ
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12.7 データ構造

12.7.1 設定内容の出力フォーマット 注： はブランク（空白）です。・

①測定開始日の設定内容は以下のデータ形式で示されます。

ｍｍ／ｄｄ ｍｍ：月

ｄｄ：日

（例） ９月３０日 → ９／３０・

②測定終了日の設定内容は以下のデータ形式で示されます。

ｍｍ／ｄｄ ｍｍ：月

ｄｄ：日

（例） １０月 １日 → １０／ １・

③測定開始時間の設定内容は以下のデータ形式で示されます。（時間単位）

ｈｈ：ｍｍ ｈｈ：時

ｍｍ：分

（例） ８時００分 → ８：００・

④測定終了時間の測定内容は以下のデータ形式で示されます。（時間単位）

ｈｈ：ｍｍ ｈｈ：時

ｍｍ：分

（例） １７時 → １７：００

⑤インターバルタイムの設定内容は以下のデータ形式で示されます。

ｎｎ ｎｎ：分

（例） １５分 → １５

⑥結線モードの設定内容は以下のデータ形式で示されます。

ｎｎｎｎ

ｎｎｎｎは４個の文字からなります。

１Ｐ２Ｗ （１φ２Ｗ）

１Ｐ３Ｗ （１φ３Ｗ）

３Ｐ３Ｗ （３φ３Ｗ）

３Ｐ４Ｗ （３φ４Ｗ）

ＯＦＦ （ＯＦＦ）・

⑦ＰＴ比の設定内容は以下のデータ形式で示されます。

ｎｎｎ

ｎｎｎは３個の数字によって構成されます。

（００１ ≦ ｎｎｎ ≦ ８００）
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⑧ＣＴ比の設定内容は以下のデータ形式で示されます。

ｎｎｎ

ｎｎｎは３個の数字によって構成されます。

（００１ ≦ ｎｎｎ ≦ ８００）

⑨クランプＣＴの内径設定内容は以下のデータ形式で示されます。

ｎｎ

ｎｎは２個の数字によって構成されます。

２３ （内径 ２３ｍｍ）

６５ （内径 ６５ｍｍ）

各測定値の出力データ位置

出力順序 測定値 データの位置

１ バージョン １～ ３

２ 測定開始日 ５～ ９

３ 測定終了日 １１～１５

４ 測定開始時間 １７～２１

５ 測定終了時間 ２３～２７

６ インターバルタイム ２９～３０

７ 結線モード （１ｃｈ） ３２～３５

８ 結線モード （２ｃｈ） ３７～４０

９ ＰＴ比 （１ｃｈ） ４２～４４

１０ ＰＴ比 （２ｃｈ） ４６～４８

１１ ＣＴ比 （１ｃｈ） ５０～５２

１２ ＣＴ比 （２ｃｈ） ５４～５６

１３ クランプＣＴ （１ｃｈ） ５８～５９

１４ クランプＣＴ （２ｃｈ） ６１～６２

出力バイト数 ６２（デリミタを除く）

※データ間の区切りは（ ，）で区切られています。
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12.7.2 計測内容の出力フォーマット

①測定日は以下のデータ形式で示されます。

ｍｍ／ｄｄ ｍｍ：月

ｄｄ：日

各測定値の出力データ位置

出力順序 測定値 データの位置

１ 測定日 １～ ５

２ 測定開始時間 ７～１１

３ 測定終了時間 １３～１７

４ インターバルタイム １９～２０

５ 結線モード （１ｃｈ） ２２～２５

６ 結線モード （２ｃｈ） ２７～３０

７ ＰＴ比 （１ｃｈ） ３２～３４

８ ＰＴ比 （２ｃｈ） ３６～３８

９ ＣＴ比 （１ｃｈ） ４０～４２

１０ ＣＴ比 （２ｃｈ） ４４～４６

１１ クランプＣＴ （１ｃｈ） ４８～４９

１２ クランプＣＴ （２ｃｈ） ５１～５２

出力バイト数 ５２（デリミタを除く）

※１ 日・時間以外のデータ形式はすべて 12.7.1 設定内容の出力

フォーマット と同じです。

※２ データ間の区切りは（ ，）で区切られています。

12.7.3 インターバルデータの出力フォーマット

各測定値の出力データ位置

出力順序 測定値 データの位置

１ チャンネル １～ ３

２ インターバル時間 ５～ ９

３ インターバル内平均電圧（Ｖ１） １１～１９

４ インターバル内平均電流（Ｉ１） ２１～２９

５ インターバル内平均電力（ Ｗ ） ３１～３９

６ インターバル内平均力率（ＰＦ） ４１～４９

７ インターバル内平均温度（Ｔ１） ５１～５９

出力バイト数 ５９（デリミタを除く）

※ データ間の区切りは（ ，）で区切られています。
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12.7.4 日報データの出力フォーマット

各測定値の出力データ位置

出力順序 測定値 データの位置

１ チャンネル １～ ３

２ 総時間内平均値 （Ｖ１） ５～ １３

３ 総時間内平均値 （Ｖ２） １５～ ２３

４ 総時間内平均値 （Ｖ３） ２５～ ３１

５ 総時間内平均値 （Ｉ１） ３３～ ４１

６ 総時間内平均値 （Ｉ２） ４３～ ５１

７ 総時間内平均値 （Ｉ３） ５３～ ６１

８ 総時間内平均値 （ Ｗ ） ６３～ ７１

９ 総時間内平均値 （ＰＦ） ７３～ ８１

１０ 総時間内最大平均値 （Ｖ１） ８３～ ９１

１１ 発生時刻 （Ｖ１） ９３～１０３

１２ 総時間内最大平均値 （Ｖ２） １０５～１１３

１３ 発生時刻 （Ｖ２） １１５～１２５

１４ 総時間内最大平均値 （Ｖ３） １２７～１３５

１５ 発生時刻 （Ｖ３） １３７～１４７

１６ 総時間内最大平均値 （Ｉ１） １４９～１５７

１７ 発生時刻 （Ｉ１） １５９～１６９

１８ 総時間内最大平均値 （Ｉ２） １７１～１７９

１９ 発生時刻 （Ｉ２） １８１～１９１

２０ 総時間内最大平均値 （Ｉ３） １９３～２０１

２１ 発生時刻 （Ｉ３） ２０３～２１３

２２ 総時間内最大平均値 （ Ｗ ） ２１５～２２３

２３ 発生時刻 （ Ｗ ） ２２５～２３５

２４ 総時間内最大平均値 （ＰＦ） ２３７～２４５

２５ 発生時刻 （ＰＦ） ２４７～２５７

２６ 瞬時最大電圧 （Ｖ１） ２５９～２６７

２７ 発生時刻 （Ｖ１） ２６９～２７３

２８ 瞬時最大電圧 （Ｖ２） ２７５～２８３

２９ 発生時刻 （Ｖ２） ２８５～２８９

３０ 瞬時最大電圧 （Ｖ３） ２９１～２９９

３１ 発生時刻 （Ｖ３） ３０１～３０５

３２ 瞬時最大電流 （Ｉ１） ３０７～３１５

３３ 発生時刻 （Ｉ１） ３１７～３２１

３４ 瞬時最大電流 （Ｉ２） ３２３～３３１

３５ 発生時刻 （Ｉ２） ３３３～３３７

３６ 瞬時最大電流 （Ｉ３） ３３９～３４７

３７ 発生時刻 （Ｉ３） ３４９～３５３

３８ 瞬時最大電力 （ Ｗ ） ３５５～３６３

３９ 発生時刻 （ Ｗ ） ３６５～３６９

４０ 瞬時最大力率 （ＰＦ） ３７１～３７９

４１ 発生時刻 （ＰＦ） ３８１～３８５
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出力順序 測定値 データの位置

４２ 負荷率 （ＬＦ） ３８７～３９５

４３ 積算電力量 （ＫＷｈ） ３９７～４０５

４４ 積算無効電力量 （ＫＶarh） ４０７～４１５

４５ コンデンサ容量 （ＫＶＡ） ４１７～４２５

出力バイト数 ４２５（デリミタを除く）

※ データ間の区切りは（ ，）で区切られています。

12.7.5 停電データの出力フォーマット

各測定値の出力データ位置

出力順序 測定値 データの位置

１ 停電開始日 １～ ５

２ 停電開始時間 ７～１１

３ 停電終了日 １３～１７

４ 停電終了時間 １９～２３

出力バイト数 ２３（デリミタを除く）

※ データ間の区切りは（ ，）で区切られていますが、停電開始時間と

停電終了時間の間は（－）で区切られています。
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12.8 コマンド処理

①データ要求コマンド‘Ｔ’を待つ。

②データ要求コマンドが来たら、

データがある時はコマンドブロック‘Ｔ’を返して →③へ

データがない時はＥＯＴを返して →⑤へ

③コマンドブロックを待つ。

コマンドブロックタイプが、

‘Ｆ’ならば設定内容データの送信をして →④へ

‘Ｄ’ならば計測内容データの送信をして →④へ

‘Ｉ’ならばインターバルデータの送信をして →④へ

‘Ｐ’ならば停電データの送信をして →④へ

‘Ｒ’ならば日報データの送信をして →④へ

‘Ｔ’ならば →②へ

‘Ｅ’ならば →⑤へ

④ →③へ

⑤通信終了

●設定内容データの送信

①データを送信する。

②応答コマンドの受信を待つ。

③受信したコマンドが、

ＡＣＫならば →④へ

ＮＡＫならば →②へ 但し、この判定は最大１０回までとする。

④ＥＯＴを返す。

⑤設定内容データの送信を終了する。



- 63 -

3604-000ST010

●計測内容データの送信

①データを送信する。

②応答コマンドの受信を待つ。

③受信したコマンドが、

ＡＣＫならば →④へ

ＮＡＫならば →②へ 但し、この判定は最大１０回までとする。

④ＥＯＴを返す。

⑤計測内容データの送信を終了する。

●インターバルデータの送信

①ＣＨ１のデータを送信する

②応答コマンドの受信を待つ。

③受信したコマンドが、

ＡＣＫならば →④へ

ＮＡＫならば →②へ 但し、この判定は最大１０回までとする。

④ＣＨ２のデータを送信する。

⑤応答コマンドの受信を待つ。

⑥受信したコマンドが、

ＡＣＫならば →⑦へ

ＮＡＫならば →⑤へ 但し、この判定は最大１０回までとする。

⑦データを全て送ったか？

送った →⑧へ

送っていない →①へ

⑧ＥＯＴを送信する。

⑨インターバルデータの送信を終了する。
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●停電データの送信

①データがあるか？

ある →②へ

ない →⑥へ

②データを送信する。

③応答コマンドの受信を待つ。

④受信したコマンドが、

ＡＣＫならば →⑤へ

ＮＡＫならば →③へ 但し、この判定は最大１０回までとする。

⑤ →①へ

⑥ＥＯＴを送信する。

⑦停電データの送信を終了する。

●日報データの送信

①ＣＨ１のデータを送信する

②応答コマンドの受信を待つ。

③受信したコマンドが、

ＡＣＫならば →④へ

ＮＡＫならば →②へ 但し、この判定は最大１０回までとする。

④ＣＨ２のデータを送信する。

⑤応答コマンドの受信を待つ。

⑥受信したコマンドが、

ＡＣＫならば →⑦へ

ＮＡＫならば →⑤へ 但し、この判定は最大１０回までとする。

⑦データを全て送ったか？

送った →⑧へ

送っていない →①へ

⑧ＥＯＴを送信する。

⑨日報データの送信を終了する。
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12.9 ホストとターミナルのプロトコル

12.9.1 設定内容

ホスト ターミナル

（パソコン） （５０００）

コマンドブロックを送信 STX "F" Num ChkSum CR

SOH "F" Num DATA ChkSum CR データブロックを送信

ＡＣＫを返す ACK

EOT ＥＯＴを返す

12.9.2 計測内容

ホスト ターミナル

（パソコン） （５０００）

コマンドブロックを送信 STX "C" Num ChkSum CR

SOH "C" Num DATA ChkSum CR データブロックを送信

ＡＣＫを返す ACK

EOT ＥＯＴを返す
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12.9.3 インターバルデータ

ホスト ターミナル

（パソコン） （５０００）

コマンドブロックを送信 STX "I" Num ChkSum CR

SOH "I" Num DATA ChkSum CR ＣＨ１のデータブロッ

クを送信

ＡＣＫを返す ACK

SOH "I" Num DATA ChkSum CR ＣＨ２のデータブロッ

クを送信

ＡＣＫを返す ACK

・

・

・

EOT データを全て送信した

らＥＯＴを返す

12.9.4 停電データ

ホスト ターミナル

（パソコン） （５０００）

コマンドブロックの受信 STX "P" Num ChkSum CR

EOT データがなければ

ＥＯＴを返す

SOH "P" Num DATA ChkSum CR データがあればデータ

ブロックを送信

ＡＣＫを返す ACK

・

・

・

EOT データを全て送信した

らＥＯＴを返す
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12.9.5 日報データ

ホスト ターミナル

（パソコン） （５０００）

コマンドブロックを送信 STX "R" Num ChkSum CR

SOH "R" Num DATA ChkSum CR ＣＨ１のデータブロッ

クを送信

ＡＣＫを返す ACK

SOH "R" Num DATA ChkSum CR ＣＨ２のデータブロッ

クを送信

ＡＣＫを返す ACK

・

・

・

EOT データを全て送信した

らＥＯＴを返す

12.9.6 データ要求

ホスト ターミナル

（パソコン） （５０００）

コマンドブロックを送信 STX "T" Num ChkSum CR

EOT データが無ければ

ＥＯＴを送る

SOH "T" Num ChkSum CR データがあればデータ

ブロックを送信
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12.10 エラー一覧

メッセージ 内 容

通信モードに入って６０秒間受信コマンドがシ゛ュシン タイムアウト

転送されなかった。

通信モードに入って１秒間送信コマンドが転ソウシン タイムアウト

送されなかった。

コマンド受信エラーが発生した。シ゛ュシン ステータス

受信中に不正なコマンドを受信した。フセイナ コマント゛

通信モードキャンセルコマンドを受信した。キャンセル ヲ シ゛ュシンシマシタ

チェックサムエラーが発生した。チェックサム

ＡＣＫの受信のリトライを１０回おこなったリトライニシッハ゜イシマシタ

が受信できなかった。

５０００側の受信バッファがオーバーフローシ゛ュシンハ゛ッファ オーハ゛フロー

になった。
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12.11 サンプルプログラム

ＲＳ－２３２Ｃインターフェイスを使用したＰＣ－９８０１のＮ88ＢＡＳＩＣのサンプ

ルプログラムを示します。このプログラム機能は、設定内容、計測内容、インターバル

データを計測開始日から終了日まで全て読み込み、プリンタに出力させるものです。

プログラムの説明

１０ 変数の初期化

２０ ファイルのオープン

３０

各変数にキャラクターコードを格納

～

５０

７０ データ要求コマンドブロツクの送信

８０

コマンドのみを受信しコマンドがＥＯＴならば４３０行へ

～

１００

１１０ データブロックの受信

１３０ ”設定内容”と印刷

１４０ 設定内容コマンドブロックの送信

１５０ 〃 データブロックの受信

１６０ 〃 データの印刷

１７０ ＡＣＫを返す

１８０ ＥＯＴコマンドの受信

２００ 空白行の印刷

２１０ ”計測内容”と印刷

２２０ 計測内容コマンドブロックの送信

２３０ 〃 データブロックの受信

２４０ 〃 データの印刷

２６０ ＡＣＫを返す

２７０ ＥＯＴコマンドの受信

２８０ ”インターバルデータ”と印刷

２９０ インターバルデータコマンドブロックの送信

３００

コマンドのみを受信し、ＥＯＴならば３８０行へ

～

３２０

３３０ インターバルデータデータブロックの受信

３４０ 〃 の印刷

３５０ ＡＣＫを返す

３６０ ４１０行へ

３８０ データ要求コマンドブロックの送信

３９０

コマンドのみを受信しコマンドがＥＯＴでなければ２００行へ

～

４１０

４３０ 通信終了コマンドを送信する

４４０ ファイルを閉じる

４５０ プログラムの終了
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10 CLEAR

20 OPEN "COM:N81NN" AS #1

30 STX$=CHR$(2) :ACK$=CHR$(6) :NUM$=CHR$(49) : CR$=CHR$(13)

40 COF$=CHR$(70) :COC$=CHR$(67) :COI$=CHR$(73) :COE$=CHR$(69)

50 CSF$=CHR$(249):CSC$=CHR$(246):CSI$=CHR$(252):CSE$=CHR$(248):CST$=CHR$(135)

60 '

70 PRINT #1, STX$;COT$;NUM$;CST$;CR$

80 T$=INPUT$(1,#1)

90 T=ASC(T$)

100 IF T=4 GOTO 430

110 LINE INPUT #1, T$

120 '

130 LPRINT "設定内容"

140 PRINT #1,STX$;COF$;NUM$;CSF$;CR$

150 LINE INPUT #1, F$

160 LPRINT ; MID$(F$,8,59)

170 PRINT #1, ACK$

180 X$=INPUT$(1,#1)

190 '

200 LPRINT

210 LPRINT "計測内容"

220 PRINT #1, STX$;COC$;NUM$;CSC$;CR$

230 LINE INPUT #1, C$

240 LPRINT ; MID$(C$,4,53)

250 PRINT #1, ACK$

260 Y$=INPUT$(1,#1)

270 '

280 LPRINT "インターバルデータ"

290 PRINT #1, STX$;COI$;NUM$;CSC$;CR$

300 EOT$=INPUT$(1,#1)

310 EOT=ASC(EOT$)

320 IF EOT=4 GOTO 380

330 LINE INPUT #1, I$

340 LPRINT ; MID$(I$,3,60)

350 PRINT #1, ACK$

360 GOTO 300

370 '

380 PRINT #1, STX$;COT$;NUM$;CST$;CR$

390 T$=INPUT$(1,#1)

400 T=ASC(T$)

410 IF T<>4 THEN LINE INPUT #1,T$:GOTO 200

420 '

430 PRINT #1, STX$;COE$;NUM$;CSE$;CR$

440 CLOSE

450 END
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１３．オプション（別売）

５０００のオプションは、下記の通りです。お求めの際は、品番・名称を代理店（お買い上げ

店）へご連絡下さい。

５８００ 温度センサ13.1

５９０３ クランプセンサ２３13.2

定格 ０～５Ａ

５９００ クランプセンサ６５13.3

標準付属品同等

５８０１ 記録紙（５巻１組）13.4

５８０３ 通信ソフト13.5

※注意 ＮＥＣ社、ＰＣ－９８０１、９８２１（ＰＣ－９８ＮＸを除く）のＮＥＣ版ＭＳ

－ＤＯＳ Ver3.0以上の機種にのみ対応いたします。その他の機種ではご利用に

なれませんので、ご注意下さい。

５８０２ 通信コード13.6

※注意 パ－ソナルコンピュ－タ－側のＲＳ２３２ＣコネクタがＤ－sub ２５pin以外の

場合は、使用できません。その場合は、別途市販のＲＳ２３２Ｃケ－ブル（クロ

スタイプ）をパ－ソナルコンピュ－タ－側のコネクタに合わせて選定して下さい。

１４．保証と修理に関する事項

14.1 保証

弊社では当社所定の試験基準に基づき、万全を期して検査を行い、合格証をもって保証さ

せていただいておりますが、万一品質に不都合が生じましたら、速やかに代理店（お買い

上げ店）に御問合わせ下さい。保証期間内のものに対しては、責任をもって無償修理しま

す。但し、お客様の取扱い上の不注意・改造手直し、及び天災地異による故障は、たとえ

保証期間内であっても、無償修理の扱いが出来かねます。

14.2 修理

故障の場合は、速やかに代理店（お買い上げ店）まで御問い合わせ下さい。
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１５．免責事項について

●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、

測定器です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定によ

る感電事故、被測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。

本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第6章 第59条、第60条及び第60

条の2に定められた安全衛生教育を実施してください。

●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、

電気機器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、

被測定物に万一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる

事故損害については責任を負いかねます。

●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。

また、本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。

●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事

故、お客様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、

弊社は一切責任を負いません。

●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に

関して、弊社は一切責任を負いません。

●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記

載のない条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。

●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に

関して、弊社は一切責任を負いません。

●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。
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